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令和 2年 (2020 年 )令和 2年 (2020 年 )

Ｐ１４　けいじばん

Ｐ１６　カレンダー

Ｐ１８　麒麟のまちインフォメーション

Ｐ２０　香美町おさかな通信

今月の主な内容今月の主な内容
Ｐ２　けんこう広場

Ｐ４　おしらせ　確定申告書の提出について　確定申告書の提出について　ほか

Ｐ８　連載　消費生活相談　ほか

Ｐ１２　フォトニュース

表紙　負けられない戦い「村岡ジャンボかるた大会」　　
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

健
診
で
守
ろ
う
そ
の
生
命

健
診
で
守
ろ
う
そ
の
生
命

〜
年
に
一
度
は
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

〜
年
に
一
度
は
特
定
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
と
は

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
と
は

詳
細
な
検
査
項
目
（
医
師
判
断
に
よ
る
）

・
貧
血
検
査

・
心
電
図
検
査

・
眼
底
検
査

・
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

健
診
に
か
か
る
時
間

約
１
時
間

発
見
で
き
る
主
な
病
気

・
高
血
圧
症

・
糖
尿
病

・
脂
質
異
常
症

・
肝
機
能
障
害

・
慢
性
腎
臓
病

概
要

　

平
成
20
年
度
か
ら
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
リ
ス
ク

の
高
い
対
象
者
を
早
期
に
発
見
し
、
生
活
習

慣
の
改
善
に
よ
る
発
症
と
重
症
化
の
予
防
を

図
り
、
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
町
ぐ
る
み
総
合
健
診
で
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

基
本
的
な
検
査
項
目

・ 

質
問
票
に
よ
る
問
診
（
服
薬
歴
、
喫
煙
歴

な
ど
）

・
身
体
測
定
（
身
長
、
体
重
、
腹
囲
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）

・
血
圧
測
定

・
理
学
的
検
査
（
身
体
診
察
）

・
尿
検
査
（
尿
糖
、
尿
た
ん
ぱ
く
）

・
血
液
検
査
（
肝
機
能
、
脂
質
、
血
糖
）

　

健
診
を
受
け
、
病
気
を
早
期
に
発
見
し
、

治
療
す
る
こ
と
で
余
分
な
医
療
費
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
特
定
健
診

健
診
を
受
け
る
と

健
診
を
受
け
る
と

医
療
費
が
抑
え
ら
れ
る

医
療
費
が
抑
え
ら
れ
る

受
け
な
い
そ
の
理
由
、

受
け
な
い
そ
の
理
由
、

本
当
に
大
丈
夫
？

本
当
に
大
丈
夫
？

定
期
的
に
通
院
、
検
査
を
し
て
い
る

　

「
定
期
的
に
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
」

と
受
診
を
遠
慮
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
健
診

で
行
う
す
べ
て
の
項
目
を
通
院
先
で
検
査
し

て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
病
気
が

潜
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
年
に
１

度
は
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

忙
し
く
て
、
受
け
る
時
間
が
な
い

　

働
い
て
い
る
人
の
た
め
に
、
休
日
の
健
診

日
を
設
け
て
い
ま
す
。
病
気
の
進
行
に
気
づ

か
ず
に
放
置
し
て
い
る
と
、
通
院
や
入
院
が

必
要
に
な
り
、
時
間
も
お
金
も
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
年
に
１
度
１
時
間
だ
け
、
時

間
を
作
っ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

図 1　本町の主な死因（平成 29 年）

図 2　医療費の比較

約 12倍

　

「
食
生
活
の
乱
れ
」、「
運
動
不
足
」、「
喫
煙
」

と
い
っ
た
生
活
習
慣
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
身
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
主
な
死
因
（
図
１
）
で
あ
る
「
悪

性
新
生
物
（
が
ん
）」「
心
疾
患
（
心
臓
病
）」

「
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
）」
は
、
不
摂
生
な

生
活
が
主
な
原
因
で
起
こ
る
生
活
習
慣
病
で
、

全
体
の
お
よ
そ
５
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
本
町
に
お
い
て
、
若
い
年

代
か
ら
健
診
を
受
け
、
そ
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
す
る
こ
と
が
、
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
に
も
大
切
で
す
。

の
未
受
診
者
は
健
診
受
診
者
に
比
べ
て
、
生

活
習
慣
病
の
治
療
に
か
か
る
一
人
当
た
り
の

医
療
費
（
外
来
＋
入
院
）
が
約
12
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。
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た
ぶ
ん
私
は
大
丈
夫

　

心
臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

多
く
は
自
覚
症
状
が
無
く
進
行
し
ま
す
。
し

か
し
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
で
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
進
行
し
て
い
る
場
合
で
も
、
手
遅
れ

に
な
る
前
に
治
療
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。特

定
健
診
を
受
け
る
人
が
急
増
中

特
定
健
診
を
受
け
る
人
が
急
増
中

　

平
成
30
年
度
の
本
町
の
特
定
健
診
受
診
率

が
兵
庫
県
内
で
２
位
に
な
り
ま
し
た
。
受
診

率
は
平
成
28
年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り

（
図
３
）、
国
保
加
入
者
の
お
よ
そ
２
人
に
１

人
が
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
ま
す
。

　

年
代
別
で
は
60
代
以
上
の
人
が
高
い
で
す

が
、
近
年
は
40
代
〜
50
代
の
人
の
受
診
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
若
い
年
代
の
人
の
健
康

意
識
の
向
上
が
見
ら
れ
ま
す
。

図 3　特定健診受診率の推移

　

今
月
か
ら
、
令
和
２
年
度
の
町
ぐ
る
み
総

合
健
診
と
女
性
の
検
診
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
全
戸
配
布
し
て
い
る
案
内
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

町
ぐ
る
み
総
合
健
診

町
ぐ
る
み
総
合
健
診

●
内
容

・
特
定
健
診

・ 

そ
の
他
の
検
診

　
　

 

が
ん
検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
）、

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
、
胃
の
健
康
度

チ
ェ
ッ
ク
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
検
診
）、骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
、
腹
部
超
音
波
検
診
、
歯
周

病
検
診
、
歯
科
相
談

●
対
象
者

・
特
定
健
診

　
　

40
〜
74
歳
（ 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
、

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
）

　
　

75
歳
以
上
（
後
期
高
齢
者
）

　
　

39
歳
以
下
（
※
医
療
保
険
不
問
）

・
そ
の
他
の
各
種
検
診

　

対
象
年
齢
に
該
当
し
て
い
る
町
民
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

●
健
診
の
流
れ

①
申
し
込
み
を
す
る
。

② 

受
診
票
が
届
く
。（
健
診
日
の
約
１
週
間

前
）

③
健
診
を
受
け
る
。

④
結
果
が
届
く
。（
約
１
カ
月
後
）

⑤
結
果
説
明
会
に
参
加
す
る
。

女
性
の
検
診

女
性
の
検
診

●
内
容

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

●
対
象
者

和
暦
で
偶
数
年
生
ま
れ
の
人

●
検
診
の
流
れ

①
申
し
込
み
を
す
る
。

②
日
程
案
内
・
問
診
票
が
届
く
。（
５
月
頃
）

③
検
診
を
受
け
る
。

④
結
果
が
届
く
。（
約
１
カ
月
後
）

●
公
立
八
鹿
病
院

・
セ
ッ
ト
健
診
（
特
定
健
診
＋
が
ん
検
診
）

※
国
保
加
入
者
の
み
受
診
で
き
ま
す
。

・
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

●
公
立
香
住
病
院

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

施
設
健
診
も
充
実
し
て
い
ま
す

施
設
健
診
も
充
実
し
て
い
ま
す

健
診
料
金
は
ど
の
く
ら
い
？

健
診
料
金
は
ど
の
く
ら
い
？

　

町
が
健
診
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
た
め
、

医
療
機
関
で
受
診
す
る
よ
り
も
安
く
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
70
歳
以
上
の

人
は
健
診
料
金
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

申
し
込
み
も
で
き
ま
す

申
し
込
み
も
で
き
ま
す

　

健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
申
し
込
み
も
同
時

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
健
幸

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
も
サ
ポ
ー
ト

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
も
サ
ポ
ー
ト

　

健
診
会
場
に
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま

す
。
子
育
て
中
の
人
も
安
心
し
て
受
診
で
き

る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。（
要
予
約
）

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
・
女
性
の
検
診

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
・
女
性
の
検
診

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！
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国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
、

国
保
加
入
者
や
後
期
高
齢
者
医
療
、

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

所
得
税
の
申
告
は
不
要
で
も

申
告
期
間
は
２２
月
1717
日
（
月
）
か
ら

　
　
　
　
　

３３
月
1616
日
（
月
）
ま
で
で
す

　

次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
、
計
算
上
で
所
得

税
の
納
税
額
が
発
生
し
て
も
、
申
告
書
の
提

出
や
納
税
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

年
末
調
整
を
行
っ
た
給
与
所
得
以
外
の
所

得
が
20
万
円
以
下
の
場
合

▼ 

公
的
年
金
収
入
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

そ
の
ほ
か
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合

　

た
だ
し
、
町
民
税
県
民
税
の
申
告
は
必
要

　

申
告
に
は
「
所
得
税
」「
町
民
税
県
民
税
」

「
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
」
の
３
種
類

が
あ
り
ま
す
。
原
則
、
す
べ
て
の
人
が
申
告

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
次
の
場
合

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

① 

１
つ
の
会
社
か
ら
の
給
与
所
得
だ
け
の
人

（
年
末
調
整
を
受
け
た
人
）
で
、
ほ
か
に

所
得
控
除
が
な
い
人

② 

今
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上
の
公
的

年
金
収
入
（
１
４
８
万
円
以
下
）
だ
け
の

人
で
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
な

い
人

　

た
だ
し
、
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

て
申
告
す
る
と
還
付
が
あ
る
場
合
や
、
ほ
か

に
収
入
が
あ
る
場
合
は
申
告
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

申
告
書
の
種
別
（
提
出
先
）

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
確
定
申
告
書

　

… 

所
得
税
の
納
税
、
還
付
請
求
が
必
要
な

場
合
（
豊
岡
税
務
署
ま
た
は
役
場
税
務

課
、
各
地
域
局
）

町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書

　

… 

①
、
②
以
外
で
所
得
税
の
申
告
が
必
要

な
い
場
合
（
役
場
税
務
課
、各
地
域
局
）

　

国
保
制
度
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

所
得
に
応
じ
て
保
険
税
（
料
）
を
減
額
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
未
申
告
の
場
合

は
減
額
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

国
保
加
入
者
の
中
に
未
申
告
の
人
が
い
る

場
合
は
、
軽
減
の
適
用
が
さ
れ
な
い
ほ
か
、

正
し
い
税
額
計
算
が
で
き
ま
せ
ん
。
令
和
元

年
中
に
収
入
が
な
い
人
で
も
「
町
民
税
県
民

税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
で
必
ず
申

告
し
ま
し
ょ
う
。

書
類
」
の
写
し
と
「
身
元
確
認
書
類
」
の

写
し
を
そ
れ
ぞ
れ
、
申
告
書
な
ど
と
一
緒

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
分
以
降
の
所
得
税
な
ど
の
確

定
申
告
書
に
は
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー(

個
人
番

号)

の
記
載
②
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
そ
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

役
場
で
納
税
相
談
を
受
け
る
場
合
に
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
や
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
人
確
認
書
類
と
は
次
の
と
お
り

で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
本
人
確
認
書
類

と
な
り
ま
す
。
写
し
を
提
出
す
る
場
合
は
表

面
と
裏
面
の
写
し
が
必
要
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人

　

① 
番
号
確
認
書
類(

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民
票
の
写
し
な
ど)

　

② 

身
元
確
認
書
類(

運
転
免
許
証
・
公
的

医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど)

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

写
し
を
添
付
す
る
場
合
は
、「
番
号
確
認

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
領
収
書

の
代
わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
を
受
け
た
人
、
病
院
・
薬
局
ご
と
に

医
療
費
を
合
計
し
て
記
載
し
ま
す
。

※ 

医
療
費
の
領
収
書
は
５
年
間
保
存
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

（
注 

）平
成
29
年
分
か
ら
令
和
元
年
分
ま
で
の

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
医
療
費
の
領

収
書
の
添
付
に
よ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
税
務
署　

℡
０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

確
定
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

確
定
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

申
告
期
間
内
に
必
ず
申
告
を
！

申
告
期
間
内
に
必
ず
申
告
を
！

介
護
保
険
制
度
対
象
者
は
「
無
収

介
護
保
険
制
度
対
象
者
は
「
無
収

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

町
民
税
県
民
税
の
申
告
を
！

確
定
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ

確
定
申
告
書
な
ど
に
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
提
出

医
療
費
控
除
の
明
細
書
の
提
出

義
務
化
に
つ
い
て

義
務
化
に
つ
い
て

入
」
で
も
申
告
を
！

入
」
で
も
申
告
を
！

と
な
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
場
合
、
生
命

保
険
料
な
ど
の
各
種
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
、

町
民
税
県
民
税
が
従
来
よ
り
高
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

国
・
県
・
町
の
税
務
職
員
を
装
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
が
納
税
の
た
め
に
金
融
機
関
の

口
座
へ
振
込
を
求
め
た
り
、
還
付
金
受

取
の
た
め
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
た

り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

不
審
な
電
話
な
ど
に
は
ご
注
意
く
だ

さ
い
。



5 －広報 ふるさと香美 2020.2

けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー おしらせおしらせフォトニュースフォトニュース 連　載連　載

　

令
和
元
年
分
の
所
得
税
、
消

費
税
、
贈
与
税
の
申
告
・
納
期

限
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
確

定
申
告
書
の
作
成
や
提
出
、
各

種
税
金
の
納
付
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
税
に
は
便
利
で
安

全
・
確
実
な
振
替
納
税
を
お
勧

め
し
ま
す
。

①
相
談
会
場
に
出
向
く
必
要
な
し
！

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（http://w

w
w
.e-tax.nta.g

o.jp/

）
で
の
送
信

や
印
刷
し
て
郵
送
な
ど
に
よ
る
提
出
も
可
能
で
す
。

②
自
動
計
算
で
い
つ
で
も
作
成
可
能
！

　

計
算
誤
り
の
な
い
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
。

③ 

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
作
成
で
き
ま
す
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
方
式
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
で
ｅ
‐
Ｔ

ａ
ｘ
送
信
が
で
き
ま
す
。

　

 

申
告
書
を
印
刷
し
て
、
郵
送
な
ど
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　

 

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
）
を
利
用
し

て
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
７
９
６
・
22
・
２
１
４
４

早
め
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
！

▲イータ君
（国税電子申告・納税システムキャラクター）

申告・納期限 口座振替日

所得税及び
復興特別所得税

3月 16日（月） 4月 21日（火）

消費税及び地方
消費税

3月 31日（火） 4月 23日（木）

贈与税 3月 16日（月） －

●所得税などの申告・納期限一覧

申告・納税相談日程表申告・納税相談日程表
　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。

　例年、申告期限が近づくと会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場

合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

地区 会場 受付時間（場所） 相談開始時間

香住区 役場本庁舎 1階第 1会議室 8:30 ～ 15:00（香美ホール） 9:00

村岡区 村岡地域局 3階 303 会議室
8:30 ～ 9:00（地域総務係）
9:00 ～ 15:00（会場入口）

9:00

小代区 小代区総合センター 2階青年研修室 8:30 ～ 15:00（会場入口） 9:00

◇町納税相談◇町納税相談 相談日はすべての地区で【 2 月 17 日（月）～ 3月 16 日（月） 】

※ 青色申告の人、譲渡所得（土地・建物・株式など）のある人、住宅借入金等特別控除（初年度）の適

用を受ける人は、直接、豊岡税務署で申告相談をしてください。

※ 医療費控除の明細書（人ごと、病院・薬局ごとに分けて集計）、事業所得・不動産所得の収支内訳書

は必ず事前に作成してお越しください。

※休日納税相談は行いません。

◇豊岡税務署の申告書作成会場の開設期間と受付時間

　豊岡税務署の申告書作成会場は、2月 17日（月）から３月 16日（月）までです。

※  2 月 14 日（金）以前は開設していません。

※ 会場開設当初と申告期限間際は混雑することが予想されます。

※ 相談時間は 16:00 までですが、会場の混雑状況に応じて、早めに締め切ることがありますので、ご

注意ください。

所
得
税
な
ど
の
申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て

所
得
税
な
ど
の
申
告
・
納
期
限
に
つ
い
て

ご
自
宅
な
ど
で
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

ご
自
宅
な
ど
で
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
に
便
利
で
す
！

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
る
と
こ
ん
な
に
便
利
で
す
！
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町・公立香住病院の会計年度任用職員を募集します町・公立香住病院の会計年度任用職員を募集します
●問い合わせ（提出）先　役場総務課・各地域局　

　　　　　　　　　　　　公立香住病院

令和 2年度採用

会計年度任用職員とは会計年度任用職員とは

　1 年度内（4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで）で勤

務する非常勤の職員です。

　令和 2 年 4 月 1 日採用予定の町・公立香住病院の

会計年度任用職員を次のとおり募集します。

●募集職種・職名、主な勤務地、募集人数など

　表のとおり。

● 応募要件

　応募にあたり、年齢制限はありませんが、地方公務

員法第 16条に規定する欠格条項に該当する人は応募

できません。

● 応募方法

　市販の履歴書（写真貼付）と、希望職種の資格を持

つ人はそれを証明する書類の写しを提出してください。

● 給与・社会保険など

　表の基本給は勤務形態に基づいて記載しており、職

に必要な経験および年齢によって変動します。なお、

基本給の他、通勤手当を別途支給し、週 15 時間 30

分勤務以上の職は、期末手当（月額給与×年 2.6 月）

を支給します。週 20時間勤務以上の職は、社会保険

および雇用保険などに加入します。

●応募期限

　2月 27日（木）

● 面接試験など

　3月上旬に役場本庁舎（希望の勤務先が「公立香住

病院」の場合、同病院）で面接試験を行います。面接

日時は、応募者に郵送で連絡します。

職種・職名 主な勤務地
募集
人数

必要な資格など
支給
単位

基本給
基本給に
関する備考

勤務形態
勤務に関する
特記事項

香
住

ジオパーク推進員 ジオパークと海の文
化館 1人

普通自動車運転
免許

月額 144,606 円～
7時間 45分
× 4.5 日

土日勤務あり

放課後児童クラブ
支援員

香住区内放課後児童
クラブ

9人
程度

保育士、幼・小
などの教諭また
は社会福祉士

時給 1,047 円～
授業日は、授
業後から 18
時まで

土曜勤務あり。
ローテーショ
ン勤務あり

放課後児童クラブ
補助員

香住区内放課後児童
クラブ

1人
程度

時給 938 円～
授業日は、授
業後から 18
時まで

土曜勤務あり。
ローテーショ
ン勤務あり

看護師 公立香住病院 １人
看護師または准
看護師

月額 211,600 円～
准看護師は
178,400 円～

7時間 45分
× 5日

二交代制勤務
（老健）

村
岡
・
小
代

放課後児童クラブ
支援員

村岡・小代区内の放
課後児童クラブ

4人
程度

保育士、幼・
小などの教諭
または社会福
祉士

時給 1,047 円～
授業日は、授
業後から 18
時まで

土曜勤務あり。
ローテーショ
ン勤務あり

村
岡

歯科衛生士 国民健康保険兎塚・
川会歯科診療所 1人 歯科衛生士 月額 178,741 円～

7時間 30分
× 5日

歯科助手 国民健康保険兎塚・
川会歯科診療所 1人 月額 145,741 円～

7時間 30分
× 5日

診療所事務員 国民健康保険兎塚・
川会診療所 1人 月額 62,183 円～ 4時間× 4日

午前中勤務。
金曜休み

ふるさと給食推進
員

教育総務課教育企画
研修室 1人

普通自動車運転
免許

月額 144,606 円～
7時間 45分
× 4日、4時
間× 1日

小
代

日直代行員 小代地域局 1人 日額 6,100 円～
賃金の減額特
例あり

閉庁日（役
場の休日）
のみ

年 63日程度
勤務

表　令和 2年度採用予定の会計年度任用職員　募集職種・職名、主な勤務地、募集人数など
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●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
町
民
課
・
各
地
域
局

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡
年
金
事
務
所　

℡
０
７
９
６
・
22
・
０
９
４
８

口
座
振
替
の
前
納
・
早
割
が
便
利
で
お
得

口
座
振
替
の
前
納
・
早
割
が
便
利
で
お
得

●
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
財
の
防
火
・
防
犯
に
つ
い
て

文
化
財
の
防
火
・
防
犯
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
毎
月
納
付
と
、
１

カ
月
分
（
早
割
）、
６
カ
月
分
、
１
年
分
、

２
年
分
を
前
払
い
す
る
方
法
（
前
納
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
は
、
保
険
料
が
割

引
さ
れ
て
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
の
前
納
は
、
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
納
付
に
比
べ
て
割
引
額
が
大
き
く
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
制
度
の
申
込
方
法

・
現
金
納
付

　

申
込
み
不
要

・
口 

座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

　

役
場
町
民
課
ま
た
は
各
地
域
局
も
し
く
は

豊
岡
年
金
事
務
所
に
①
年
金
手
帳
②
金
融
機

関
の
届
出
印
③
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

２
月
28
日
（
金
）

前
納
の
支
払
期
限
・
方
法

・ 

現
金
納
付

　

４
月
30
日
（
木
）

※
納
付
書
は
４
月
上
旬
に
郵
送

・ 

口
座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付

　

４
月
30
日
（
木
）

※ 

指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
お
よ
び
立

替
納
付
。
６
カ
月
前
納
の
２
回
目
の
振
替

日
は
、
11
月
２
日
（
月
）
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

※ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
で
は
、
カ
ー
ド
会
社
が

立
替
納
付
を
行
う
前
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
カ
ー
ド
会
社
に
利
用
限
度
額
や
有
効
期

限
を
確
認
し
、
カ
ー
ド
が
有
効
な
場
合
、

カ
ー
ド
会
社
が
立
替
納
付
を
行
い
ま
す
。

　
 　

６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前
納

の
場
合
、
４
月
と
10
月
の
月
初
か
ら
数
え

て
第
８
営
業
日
か
ら
18
日
の
間
に
行
い
ま

す
の
で
、
カ
ー
ド
利
用
限
度
額
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

（
１
年
前
納
、
２
年
前
納
は
４
月
の
み
）

※口座振替による毎月納付の早割は、随時受付しています

（参考）令和元年度保険料額

納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分 2年分

現金納付（毎月） 16,410 円 98,460 円 196,920 円 395,400 円

現金納付

クレジット納付

【前納】

（割引額）

－
97,660 円

（800 円）

193,420 円

（3,500 円）

380,880 円

（14,520 円）

口座振替【前納】

（割引額）

16,360 円

（50 円）※早割

97,340 円

（1,120 円）

192,790 円

（4,130 円）

379,640 円

（15,760 円）

大
切
な
文
化
財
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

文
化
財
は
、
火
災
や
盗
難
な
ど
に
よ
り

い
っ
た
ん
失
っ
て
し
ま
え
ば
、
再
び
回
復
す

る
こ
と
が
不
可
能
な
、
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
あ
り
、
そ
の
保
存
上
、
適
切
な
管
理
を

図
る
た
め
、
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
も
次

の
点
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

保
管
状
況
の
確
認

　

ど
こ
に
保
管
し
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に

保
管
し
て
あ
る
か
、
状
況
を
把
握
し
て
く
だ

さ
い
。

定
期
的
な
見
回
り

　

会
合
や
清
掃
な
ど
保
管
場
所
に
行
く
機
会

が
あ
れ
ば
、
状
態
を
確
認
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
に
つ
い
て
知
識
や
資
料
の
準
備

　

こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り
引
き
継
い
で
き

た
財
産
で
す
の
で
、
管
理
や
手
入
れ
の
方
法

に
つ
い
て
、
次
の
世
代
に
も
継
承
す
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
盗
難
や
き

損
等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

特
徴
や
寸
法
、
状
態
が
わ
か
る
よ
う
な
写
真

な
ど
の
記
録
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

▲昨年香住区の帝釈寺で行われた文化財火災防御訓練の様子
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相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

活活費費 相相談談

広告に飛びつかないで！広告に飛びつかないで！

【事例１】

　インターネットで「簡単にシミが

取れる」と書かれた化粧品を見つけ

た。定期購入だが回数の縛りはなく、

1,000 円と良心的な値段だった。以

前から気になるシミがあったので、

すぐに注文した。

　しばらく使用したが全く効果がな

いので 2回目が届いた後、解約を

販売店に伝えたら、「3回目は止め

るが返品は一切受け付けない。返品

については会社概要に書いてある通

り」と言われた。返品したい。

【ひとことアドバイス】

◆ 返品表示は法律で「買う人にとって見やすいところに明

瞭に判読できるようにすること」となっています。会社

概要は社名、所在地、代表者名などを指し、そこに返品

表示がされていることが想像つかないのは当然で、法律

に沿った表示には該当しません。ですので、返品が可能

と考えられます。

◆ 定期購入では多くの場合、次回の商品発送前に、解約や

休止を申出する必要があります。被害に遭わないために、

注文前には「商品名○○、返品」というキーワードで検

索するなど、解約方法を確認しましょう。

◆ 「シミが消える」「痩せる」など普段悩んでいることを

簡単に解決するような表示があり、安価であれば飛びつ

きたくなります。困った時には消費生活センターにお気

軽にご相談ください。

「簡単にシミが取れる」という「簡単にシミが取れる」という

●
問
い
合
わ
せ
先　

観
光
商
工
課
・
各
地
域
局

暖
冬
対
策
支
援
を
行
い
ま
す

暖
冬
対
策
支
援
を
行
い
ま
す

支
援
内
容

　

※

町
指
定
の
制
度
融
資
を
受
け
た
事
業
者

に
対
し
て
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

対
象

町
指
定
の
制
度
融
資
を
受
け
た
事
業
者

対
象
期
限

３
月
31
日
（
火
）
申
し
込
み
分
ま
で

利
子
補
給
に
つ
い
て

補
給
率
…
０
・
８
％
以
内

補
給
対
象
借
入
限
度
額
…
１
０
０
０
万
円
以
内

補
給
期
間
…
５
年
間

申
込
方
法

　

町
指
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
役
場
観
光
商
工
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

町
指
定
の
制
度
融
資
と
は

・
兵
庫
県

　

経
営
安
定
資
金
（
経
営
円
滑
化
貸
付
）

・
日
本
政
策
金
融
公
庫

　

一
般
貸
付
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付（
経

営
環
境
変
化
対
応
資
金
）・
小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
融
資
）

　

県
で
は
暖
冬
の
影
響
を
受
け
た
中
小
企
業

に
対
し
金
融
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

県
制
度
融
資
の
要
件
を
緩
和
し
ま
す
。

●
対
象

　

最
近
１
カ
月
間
の
売
上
高
な
ど
が
前
年
の

に
比
べ
、
５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
者

貸
付
利
率
…
０
・
４
％

貸
付
期
間
…
10
年
以
内
（
据
置
２
年
以
内
）

貸
付
限
度
額
…
１
億
円

適 

用
期
限
…
５
月
29
日
（
金
）
融
資
実
行
分

ま
で

●
問
い
合
わ
せ
（
相
談
）
先

県
産
業
労
働
部
地
域
金
融
室
（
金
融
対
策
特

別
窓
口
）

　

０
７
８
・
３
６
２
・
３
３
２
１

　

令
和
元
年
度
の
暖
冬
に
よ
り
経
営
が
悪
化

し
、
兵
庫
県
ま
た
は
政
府
系
金
融
機
関
の
融

資
制
度
を
利
用
し
た
事
業
者
に
対
し
て
利
子

補
給
を
行
い
ま
す
。

香
美
町
の
支
援
制
度

香
美
町
の
支
援
制
度

兵
庫
県
の
支
援
制
度

兵
庫
県
の
支
援
制
度

兵
庫
県
経
営
円
滑
化
貸
付

兵
庫
県
経
営
円
滑
化
貸
付

　

記
録
的
な
雪
不
足
の
影
響
を
受
け
、
香
美

町
商
工
会
で
は
、
町
内
事
業
者
を
対
象
に
し

た
暖
冬
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
経
営
や
資
金
繰
り
、
事
業
見
通
し

や
事
業
展
開
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
（
相
談
）
先

香
美
町
商
工
会　

村
岡
支
所

　

０
７
９
６
・
94
・
０
７
０
６

香
美
町
商
工
会
が
相
談
窓
口
を
開
設

香
美
町
商
工
会
が
相
談
窓
口
を
開
設
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー おしらせおしらせ連　載連　載フォトニュースフォトニュース

を選定しました。

② 選定した場所の担当者とアポイントを取って話を

聞いていただくこと。神戸での営業活動の中で、ま

ず会ってもらえないことが多く、今回のフェアに関

してもアポイントを取るまでに膨大な時間を要し

ました。

③ フェアを開催するメリットを相手に理解してもら

うこと。集客促進やメディア露出、魅力ある食材を

使用することなど、メリットを伝えることができな

ければ、開催させてもらえませんでした。

　実際に営業に回ってみると、以上のうち②をクリア

することが非常に困難でした。そんな中、解決に導い

てくれたのはこれまで営業に回って知り合った人の

協力でした。こうして、上記 3点をクリアでき、盛

大にフェアを開催することができました。

　神戸での営業活動は上手くいかないことばかりで

すが、営業に回ることで多くの人と繋がり、その繋が

りがさらに新たな

繋がりを創出して

くれています。

　今後も、人と人

との繋がりを大切

にしながら、営業

活動を頑張ります。

　

こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
高
校
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
る
房ふ

さ

や

す

し

ん

や

安
晋
也
で
す
。

　

11
月
か
ら
、
村
岡
高
校
地
域
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
類
型
「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

系
」
の
１
年
生
が
、
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
町
内
に
足
を
運
ん
で
い
ま

す
。
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
と
は
地
域
が
実
施

す
る
体
操
教
室
で
す
。

　

初
回
は
村
岡
区
西
本
町
に
お
邪
魔
し
、
生

徒
が
体
力
測
定
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
全
然
、
体
が
動
か
ん
わ
」
と
言
い
な
が

ら
も
楽
し
そ
う
に
体
力
測
定
を
行
う
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
、
和
気
あ

い
あ
い
と
測
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
高
校

生
は
と
き
に
、
言
葉
遣
い
や
接
し
方
に
困
惑

し
て
し
ま
う
場
面
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、

そ
れ
も
含
め
て
貴
重
な
学
び
の
時
間
。「
も
っ

と
こ
う
伝
え
た
ら
、
参
加
者
に
伝
わ
り
や
す

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
自
ら
考
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
と
き
は
、
満
足
し

た
表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
力
測
定
が
終
わ
る
と
、
次
は
音
楽
に
合

わ
せ
て
体
を
動
か
す
「
元
気
体
操
」
を
い
っ

し
ょ
に
行
い
ま
す
。
高
校
生
は
最
初
、
少
し

恥
ず
か
し
さ
も
あ
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た

が
、
慣
れ
て
く
る
と
笑
顔
も
見
せ
始
め
、
終

わ
る
こ
ろ
に
は
、
隣
で
体
操
を
し
て
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
と
笑
顔
で
お
話
し
し
な
が
ら
体

操
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

「
健
康
づ
く
り
と
地
域
活
性
」と
い
う
テ
ー

マ
で
授
業
を
進
め
て
い
る
地
域
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
類
型
で
す
が
、
役
場
福
祉
課
や
鳥

取
大
学
地
域
学
部
の
関
准
教
授
と
タ
ッ
グ
を

組
み
な
が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
介
護
予
防

の
た
め
に
身
体
機
能
向
上
、
改
善
に
向
け
て

少
し
ず
つ
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
「
元
気
体
操
サ
ー
ク
ル
」
を
や
っ
て

い
な
い
と
い
う
地
域
は
ぜ
ひ
こ
の
活
動
を

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲参加者と一緒に体を動かす高校生

香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記
第35話第 35話

　皆さんこんにちは。神戸営業所の今井和
か ず き

希です。

　連載第 21 回目は、「グランフロント大阪ウメキ

タフロア」で開催された香美町フェア「COMING　

FLOOR（カミングフロア）」についてご紹介します。

こちら香美町役場
神戸営業所です

　1月 14 日～ 2月 2 日までの 20 日間、グランフロ

ント大阪ウメキタフロア全 14店舗で、香住ガニや但

馬牛、村岡米などの本町の食材を使ったスペシャルメ

ニューを提供するフードフェアを開催しました。フェ

ア期間中には、香住ガニを提供するイベントなども行

い、多くのお客様に楽しんでいただくことができまし

た。

　フェアの開催に向けて営業活動を行う中で、以下の

課題をクリアすることがフェアの成功につながると考

えていました。

① フェアの開催場所（施設、通り、フロアのいずれか）

の全店舗を香美町一色にすること。広範囲でフェア

を行うと参加する店舗が点在してしまうため、フェ

ア自体の存在感が薄れてしまい、大きな訴求力を生

み出すことができないと考えたためです。数ある繁

華街や商業施設を視察し、最大限に PRできる場所

▲香住カニ汁振舞いイベントに集まったたくさんの来場者
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問い合わせ先　役場農林水産課

を
洗
い
出
し
ま
す
。

②
地
図
に
よ
る
現
況
把
握

　

農
地
利
用
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
地

図
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
集
落
内
の
農
地

を
誰
が
耕
作
し
て
い
る
の
か
、
中
で
も
70

歳
以
上
の
人
は
ど
こ
を
耕
作
し
て
い
る
の

か
を
地
図
に
示
す
こ
と
で
、
近
い
将
来
、

耕
作
者
が
不
在
に
な
る
農
地
が
一
目
で
分

か
り
ま
す
。

③
徹
底
的
な
話
し
合
い

　

①
②
を
基
に
「
今
後
集
落
で
農
地
を

担
っ
て
く
れ
る
人
は
誰
な
の
か
」「
耕
作

放
棄
地
は
ど
う
す
る
の
か
」
な
ど
の
話
し

合
い
を
し
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
通
し
て
、
み

ん
な
で
問
題
の
解
決
方
法
を
考
え
ま
す
。

　

町
内
で
も
農
業
用
水
路
の
改
修
工
事
に

合
わ
せ
て
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に
取
り

組
ん
で
い
る
集
落
が
あ
り
ま
す
の
で
そ
の

一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
以
下
の
課
題
や

意
見
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

▼
農
業
機
械
の
利
用
方
法

　

 　

 

機
械
代
が
高
く
更
新
で
き
な
い
の
で
、

共
同
利
用
で
き
な
い
か
。

　

▼
担
い
手
の
問
題

　

 　

 

高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
が
い
な
い

の
で
将
来
の
耕
作
に
不
安
が
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
集
落
農
業
の
未
来
の
設
計

図
で
あ
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
各
集
落
で
は
高
齢
化
や
担
い
手

の
不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
多
く

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
農

家
だ
け
で
は
な
く
、
非
農
家
も
含
め
た
集

落
の
皆
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
そ
の
解
決
方

法
を
ま
と
め
た
も
の
が
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
で
す
。

　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
に
は
３

つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　

ま
ず
は
集
落
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。「
後
継

者
の
有
無
」
や
「
有
害
鳥
獣
対
策
」
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
を
行
い
、
課
題
は
何
か

　

▼
有
害
鳥
獣
対
策

　
　

 

個
人
の
対
策
で
は
限
界
が
あ
る
。

集
落
全
体
を
柵
で
囲
っ
て
は
ど

う
か
。

●
集
落
で
の
話
し
合
い

　

役
場
と
集
落
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進

員
も
参
加
し
、
半
年
間
で
６
回
の
話

し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

課
題
と
な
っ
て
い
た
担
い
手
の
確
保

に
つ
い
て
は「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

を
活
用
し
て
、
今
後
、
若
い
担
い
手

に
農
地
を
集
約
し
て
守
っ
て
い
く
こ

と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
機
械
の
共

同
利
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
担
い

手
の
機
械
を
活
用
す
る
こ
と
、
有
害

鳥
獣
対
策
は
、
集
落
全
体
を
柵
で
囲

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
プ
ラ
ン
作
成
に
つ
い
て

　

集
落
や
農
地
の
状
況
に
よ
り
プ
ラ

ン
の
作
成
方
法
は
異
な
り
ま
す
。
集

落
の
実
情
に
あ
っ
た
プ
ラ
ン
に
す
る

た
め
、
役
場
も
ア
ン
ケ
ー
ト
や
地
図

の
作
成
に
つ
い
て
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
地
域
を
あ
げ
て
、
大
切
な
農

地
・
農
業
・
農
村
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

農
業
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
よ
う

農
業
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
よ
う

▲「人・農地プラン」作成のための話し合いのイメージ

ま
ず
は

今
後
、
誰
が

農
地
を
耕
作

す
る
か
を
話

し

合

い

ま

し
ょ
う
。

集
落
営
農
の
組

織
を
作
れ
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

　

当
面
は

集
落
内
の
で
き

る
人
に
農
地
を

預
け
て
や
っ
て

い
く
こ
と
で
ど

　

う
で
し
ょ

　
　

う
。

で
き
な
く
な

っ
た
ら
ど
う
し

ま
し
ょ
う
。

　

集
落
外
の

人
に
任
せ
る
こ

と
も
考
え
た
ほ

う
が
い
い
ん

　

じ
ゃ
な
い
か
。

　

新
規
就
農

者
、
企
業
の
募

集
は
役
場
で
も

協
力
さ
せ
て
い

　

た
だ
き
ま
す
。
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー 連　載連　載フォトニュースフォトニュース おしらせおしらせ

●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　人生をこころ豊かで自立した生活を送るための基礎となる大切な幼児期。その幼児期の教育は大変重要な役

割を担っています。

　町教育委員会では、人格形成の基礎を培うこの時期に五感を通したさまざまな経験や遊びを体験し、幼児同

士の関わりや協力によって生まれる協同性を育成し、園・所生活全体を通して「生きる力」を育むことを目標

に幼児期の保育・教育の充実に取り組んでいます。

幼児期での「学びの芽生え」の確立に向けて ㊤幼児期での「学びの芽生え」の確立に向けて ㊤

ふるさとを歩こう「お散歩絵本」～柴山保育所～

　子どもたちにとって散歩は楽しい活動です。柴山保育所では潮風が心地よい柴山湾沿いの歩道を散歩コース

にしています。この散歩ではいろいろな気づきや発見があります。地域の自然、生活にふれ、人と出会うこと

で子どもたちは五感を使った体験をしていきます。

　本年度、柴山保育所の職員で製作した大型絵本「お散歩絵本」には地域の四季の自然、生活が表現してあり

ます。この絵本を使い、散歩の様子の振り返りをすることで、子どもたちの気づき、発見は子どもたち同士で

共有され、広がり、深まっていきます。

　絵本を背景にして、気づきや発見を伝え合ったり、空いている穴から顔を出して絵本の中に入り込んだりし

て、楽しみながら振り返りをすることができます。また、散歩で見つけた物を絵本の中に取り入れたり、散歩

の様子の写真などを貼り付けたりして、絵本を自分たちで作り上げていく活動もできます。

　四季を通して継続的に絵本を活用しながら、地域の自然や暮らしからいろいろなことに気づき、次の散歩を

楽しみに待つようになればと願っています。

　この他にも柴山保育所では、地域の夏祭りや秋祭りにおみこし行進で参加したり、香住高校の茶道部やボラ

ンティア部の生徒と茶道を通じて交流したりしています。このようなさまざまな活動によって、社会性を育み、

自分の生まれ育ったふるさとに愛着を持ち、ふるさとを誇りに思う子どもたちを育てていきます。

▲本年度製作した大型「お散歩絵本」 ▲お散歩絵本で遊ぶ 0、1歳児
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　昨年 12 月 26 日、大乗寺の案内看板設置を記念

した祈祷式が、地域住民ら約 20人が出席し行われ

ました。大乗寺は円山応挙ゆかりの寺として広く知

られ、応挙とその弟子 12人によって描かれた障壁

画は「大乗寺障壁画」として国の重要文化財に指定

されています。

　看板は香住森郵便局前の道路脇に、約 6ｍの三

角柱の大型のもの 2基と同寺駐車場、森会館に案

内マップ１基ずつが設置されました。

　式典では、同寺の長谷部真
しん ど う

道住職がさらなる観光

誘客を願って祈祷し、浜上町長はあいさつの中で「こ

こを文化ゾーンとして整備していきたい」と述べま

した。

　1月 4日、村岡体育館でジャンボ書初め大会が行

われ、町内の小・中学生 26人が参加しました。

　今年のテーマは干支にちなんで「祝令和 明るい

子年 築く町」。参加した子どもたちは、120cm 四

方の画仙紙に、大きな筆を使い、課題の漢字一字を

力を込めて書き上げました。

　続いて、書家の近藤研
けんしゅう

秀さんがしたためた篆
てん し ょ

書の

「子」の字の周りに将来の目標を書し、完成作には、

スキー選手や教師など皆の純粋な夢が並びました。

※この大会の特選以上の入賞者は次のとおりです。

【特別賞】西谷実
み か こ

日子（村岡中 1年）【特選】中村

真
ま お

緒（村岡小 2年）西谷陵
りょう

（兎塚小 5年）井上璃
り こ

子（村

岡小 6年）

▲新しく設置された看板の前で、大乗寺住職の祈祷が行われました

▲「子」の字の回りに将来の夢を書く子どもたち

文化振興の足掛かりとなれ　文化振興の足掛かりとなれ　～大乗寺案内看板設置祈祷式～大乗寺案内看板設置祈祷式～～

大きな筆と大きな夢　大きな筆と大きな夢　～ジャンボ書初め大会～～ジャンボ書初め大会～

　1月 8日、村岡区入江できつね狩りが行われまし

た。これは、災
さ い か

禍をキツネに見立て、集落の入り口

9カ所に御
ご へ い

幣を据えて村から追い出す厄除けの伝統

行事で、同地区では「きつねぎゃあろ」と呼ばれ、

町指定文化財にも指定されています。

　この日は地元の男性７人が鐘と拍子木を打ち鳴ら

し、唱えごとを交互に叫びながら、時々「ワォーン」

とキツネを追い払う犬の遠吠えに似せた奇声を上げ

つつ集落を練り歩きました。

　今年から行事に参加した北村慎二さんは「地域の

一員として伝統行事が続くよう協力していきたいで

す」と力強く語ってくれました。

▲鐘と拍子木を打ち鳴らしながら、地区を練り歩きました

若者に継承される伝統行事　若者に継承される伝統行事　～入江きつね狩り～～入江きつね狩り～
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー フォトニュースフォトニュース お知らせお知らせ連　載連　載

　1月 10 日、香住老人福祉センターで、離乳食と

歯の教室が行われました。

　この事業は、保護者が無理なく子育てが進められ

るように役場健康課がサポートするものです。

　この日参加者は、栄養士から離乳食の食べさせ方、

歯科衛生士から歯ブラシの選び方などについて学ん

だほか、すり鉢とすりこぎ棒を使い、離乳食を作る

体験や、試食などをし、もうすぐ始まる離乳食づく

りに備えました。

　教室を受講した、香住区の森井久美子さんは、「離

乳食の量やペースは子どもに合わせて進めていけば

よいことが分かり、安心しました」と話してくれま

した。 ▲すり鉢とすりこぎ棒を使って、離乳食作りに挑戦する参加者

健やかな成長のために　健やかな成長のために　～離乳食と歯の教室～～離乳食と歯の教室～

かるた目掛けて一直線　かるた目掛けて一直線　～ジャンボかるた大会～～ジャンボかるた大会～

　1月 18 日、村岡区中央公民館で、ジャンボかる

た大会が開催され、区内の保育・幼稚園児、小学生

27人が参加しました。

　使用された「村岡いろはかるた」は、村岡区内の

名所や名物、文化財を紹介しており、絵札は、岩田

健三郎さんが版画に仕上げたもので、これを拡大し

て使用。子どもたちは、かるたに飛びついて取り、

小２の児童は読み手も経験しました。

　兎塚小 2年の上田千
ち ひ ろ

絢さんは、「５枚取れて楽し

かったです。読むほうも、分かりにくい字があった

けど頑張りました」と語ってくれました。

　この日は、もちつきも行われ、参加者全員でつき

たてのもちを頬張っていました。

　1月 9日、商売繁盛を祈願する「十日えびす」（1

月 9日～ 11 日）を前に、総本山・西宮神社で、但

馬近海で水揚げされる「柴山ガニ（ズワイガニ）」

や「香住ガニ（ベニズワイガニ）」などが奉納され

ました。

　奉納は、今年で 3回目。定番の「大マグロ」の横に、

華やかに供えられていました。

　但馬漁業協同組合香住支所の福本博之支所長は

「漁業関係者の更なる繁栄を祈願するとともに香住

のカニの大きな PRになってくれれば」と想いを話

してくれました。

　同神社には 3日間で、約 100 万人が訪れ、本町

の特産品が、多くの参拝客を楽しませました。 ▲本町自慢のカニが西宮神社に奉納されました

自慢の「カニ」奉納　自慢の「カニ」奉納　～西宮神社に香住のカニ並ぶ～～西宮神社に香住のカニ並ぶ～

▲一枚でも多く、かるたを獲得しようと飛び込む子どもたち
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募　
　

集

募　
　

集

但
馬
長
寿
の
郷　

い
き
い
き
教
室
受
講
生

但
馬
長
寿
の
郷　

い
き
い
き
教
室
受
講
生

開　
　

催

開　
　

催

　

但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
４

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
、
１
年
を
通
し
て
開

講
す
る
標
記
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

開
講
教
室

陶
芸
、
木
工
、
絵
手
紙
、
粘
土
工
芸
、
手
づ

く
り
パ
ン
、
歌
謡
カ
ラ
オ
ケ
、
押
し
花
、
仏

像
彫
刻
、
水
彩
画

募
集
期
限

２
月
27
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

但
馬
長
寿
の
郷
づ
く
り
協
議
会

　

０
７
９
・
６
６
２
・
８
４
５
６

【注意点】中身は空にする。

●使い捨てカイロ

【分　別】燃やすごみ

【注意点】包装は区分に従って分別する。

●電池式給油ポンプ

【分　別】燃やさないごみ

【注意点】 電池は外して「乾電池類」に分別する。

また、手動でプラスチック製のもの

は「燃やすごみ」に分別する。

● 電気こたつ、電気ストーブ、電気カーペット、

電気毛布

【分　別】粗大ごみ

【注意点】 買い替えの場合は、新規購入店での

引き取りもご検討ください。

《冬期間のごみステーション》

　冬期間のごみを出せる場所を制限している地

域があります。各区の取り決めをもう一度確認

しましょう。

　また、積雪時、収集作業に支障が出るため、

ステーション周辺の駐車はしないようご協力を

お願いします。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知

ら
せｅｃｏ

　真冬となり、暖房器具や使い捨てカイロが欠かせない

季節です。ごみとして冬期に出されやすいものの分別方

法をおさらいしましょう。

●石油ストーブ、石油ファンヒーター

【分　別】粗大ごみ

【注意点】 燃料を必ず使い切る。種

火用の電池は「乾電池類」

に分別する。

●ポリタンク

【分　別】燃やすごみ

冬期のごみ出しについて冬期のごみ出しについて

技
術
セ
ミ
ナ
ー

技
術
セ
ミ
ナ
ー in

 
 in
 

但
馬
但
馬

　

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
、
産

業
や
社
会
の
在
り
方
が
大
き
く
変
容
す
る

「
第
４
次
産
業
革
命
」
の
進
展
を
踏
ま
え
、

但
馬
地
域
の
企
業
や
支
援
機
関
を
対
象
に
、

革
新
技
術
に
対
応
し
た
具
体
的
な
取
組
の
契

機
と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

３
月
４
日
（
水
）

セ
ミ
ナ
ー　

13
時
30
分
〜
15
時

展
示　

13
時
〜
15
時
30
分

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

内
容

基
調
講
演

「
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
基
礎
と
最
新
動
向
」

兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授　

松
井
伸
之
氏

実
装
事
例
発
表

但
馬
の
企
業

支
援
施
策
紹
介

県
工
業
振
興
課

対
象

但
馬
地
域
の
中
小
企
業
、
金
融
機
関
、
商
工

　

但
馬
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
但
馬
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、
企
画
や
実
践
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
く
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

但
馬
地
域
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
意
欲
の
あ

る
、
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以
上
の
人

任
期

４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

（
２
年
間
）

募
集
人
数

50
人
程
度

募
集
期
限

３
月
２
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

但
馬
県
民
局
地
域
政
策
室
協
働
推
進
課
夢
但

馬
・
ビ
ジ
ョ
ン
担
当

　

０
７
９
６
・
26
・
３
６
４
７

　

０
７
９
６
・
23
・
１
４
７
６

　

 tajim
achiiki@

pref.hyog
o.lg
.jp

第第
1010
期
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

期
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員

FAXFAX
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

家
畜
（
愛
玩
）
を
１
頭
（
羽
）
で
も
飼
養

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
２
月
１
日
時
点
の
飼

養
状
況
を
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
報
告
す
る
こ

と
が
家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

対
象
動
物

牛
、
水
牛
、
鹿
、
め
ん
羊
、
山
羊
、
馬
、
豚
、

い
の
し
し
、
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
、
七
面
鳥

報
告
期
限

３
月
31
日
（
火
）

報
告
方
法

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

そ
の
他

　

報
告
書
の
様
式
は
、
姫
路
家
畜
保
健
衛
生

所
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

年
度
末
は
自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請
窓

口
が
非
常
に
混
雑
し
ま
す
。
自
動
車
の
検
査

・
登
録
手
続
き
は
比
較
的
混
雑
し
て
い
な
い

３
月
中
旬
ま
で
に
、
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
継
続
検
査
は
、
自
動
車
検
査
証
の

有
効
期
限
の
満
了
す
る
日
の
１
カ
月
前
か
ら

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

姫
路
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

・
登
録
関
係

　

 

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
７
を
ダ
イ
ヤ

ル
後
、
０
３
７
を
プ
ッ
シ
ュ

・
検
査
関
係

　

 

０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
７
を
ダ
イ
ヤ

ル
後
、
０
２
１
８
１
を
プ
ッ
シ
ュ

・
ユ
ー
ザ
ー
車
検
予
約
サ
イ
ト

　

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
場
合

　

 https://w
w
w
.yoyaku.naltec.g

o.jp/

　

携
帯
電
話
の
場
合

　

  http
s://m

o
b
ile.yo

ya
ku.na

ltec.g
o
.jp
/

近
畿
運
輸
局
Ｈ
Ｐ

　

 http://w
w
w
tb.m
lit.g
o.jp/kinki/

会
、
商
工
会
議
所
な
ど

申
し
込
み
期
限

２
月
26
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

　

０
７
９
６
・
23
・
２
０
０
０

行
政
相
談

行
政
相
談

相
談
内
容

国
、県
、町
な
ど
の
仕
事
の
中
で
、苦
情
、困
っ

て
い
る
こ
と
、
要
望
、
措
置
に
納
得
が
い
か

な
い
な
ど
の
不
満
や
相
談
な
ど

と
き
・
と
こ
ろ

①
３
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

② 

３
月
12
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③ 

３
月
４
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課

人
権
相
談

人
権
相
談

相
談
内
容

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
人
権
に
関
す
る
困

り
ご
と
、
心
配
ご
と

と
き
・
と
こ
ろ

① 

３
月
10
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

② 

３
月
11
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③ 

３
月
４
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談
（
要
予
約
）

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談
（
要
予
約
）

と
き
・
と
こ
ろ

２
月
26
日
（
水
）、
３
月
11
日
（
水
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

役
場
本
庁
舎
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
地
域
局

相
談
者

精
神
保
健
福
祉
士
、
相
談
支
援
専
門
員

問
い
合
わ
せ
（
予
約
）
先

役
場
福
祉
課

家
畜
飼
養
の
定
期
報
告
書
を

家
畜
飼
養
の
定
期
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
し
て
く
だ
さ
い

自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請
は
お
早
め
に

自
動
車
の
検
査
・
登
録
申
請
は
お
早
め
に

　

 http
://w
w
w
3
1
3
1
.ec-net.jp

/hyg
iene.

htm
l問

い
合
わ
せ
（
提
出
）
先

県
朝
来
家
畜
保
健
衛
生
所
（
朝
来
市
和
田
山

町
高
田
６
６
６
‐
１
）

℡
０
７
９
・
６
７
３
・
２
３
３
１

　

０
７
９
・
６
７
２
・
０
５
０
６

遺
言
・
相
続
相
談
会

遺
言
・
相
続
相
談
会

と
き
・
と
こ
ろ

３
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時
（
受
付

15
時
30
分
ま
で
）

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
・
６
６
２
・
３
１
２
６

と
き
・
と
こ
ろ

３
月
21
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
）

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士  

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

FAXFAX
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いきいきカレンダー ▶15 14
2 3

※天候によって開催の有無が変わる可能性があります。
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー フォトニュースフォトニュース 連　載連　載 おしらせおしらせ

（令和 2年 1月 20日現在、順不同）

寄付をいただきました寄付をいただきました
濱田陽子チャリティーコンサート

　昨年 12 月 25 日、歌手

の濱田陽子さんのファン

クラブ会長を務める門浦

光吉さんと濱田晴夫さん

が訪れ、チャリティーコ

ンサートの収益金と当日

集まった募金の 48,147

円を寄付していただきました。

健康情報テレホンサービス健康情報テレホンサービス

　県保険医協会では、曜日ごとにテーマを変えて

24時間いつでも健康・医療情報を提供しています。

テレホンサービス　

　 0120・979・451（通話料無料）

問い合わせ先　

兵庫県保険医協会事務局

　 078・393・1840

　県下でライフジャケットを正しく着用していれ

ば助かった可能性のある落水事故が発生していま

す。

　出漁する人はもちろんのこと、岸壁などで釣り

をする人やカヌーに乗る人、川遊びする人なども

安全確保のためにライフジャケットを着用してく

ださい。

　一般的な固定式ライフジャケットの着用の仕方

は次のとおりです。

①両腕をライフジャケットに通す。

② 前のファスナーを締める。

　 （ベルトやファスナーの有

無はライフジャケットに

よって異なる。）

③肩、横のベルトを締める。

④ 股下のベルトがある場合

は、必ず通す。

　正しく装着しないと、落

水した時の衝撃などで脱げ

てしまうことがあります。

ライフジャケットの肩を持

ち上げて、ずり上がらない

か、適切に着用できている

か、確認しましょう。

●問い合わせ先

香住海上保安署

　 0796・36・4999

　　香住海上保安署・但馬漁協・兵庫県水難救済会から香住海上保安署・但馬漁協・兵庫県水難救済会から

ライフジャケット装着のお願いライフジャケット装着のお願い
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亡
き
父
を
忘
れ
し
母
と
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
田 

美
代
子

産
土
の
男
柏
手
初
茜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
西 
政
江

身
を
洗
う
湯
桶
の
音
と
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川 

サ
ヨ
子

初
春
の
光
乗
せ
く
る
郵
便
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
西 

澤
子

大
漁
旗
華
や
ぐ
港
の
初
御
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

静
子

初
凪
の
波
の
背
に
の
る
海
鵜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
居 

君
香

山
頂
は
か
つ
て
藷
畑
初
日
の
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋 

二
三
子

神
棚
へ
藁
の
香
立
ち
し
注
連
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
岡 

喜
代
司

大
楠
の
樹
齢
幾
許
淑
気
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
脇 

政
江

年
新
た
静
か
な
余
生
願
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長 

扶
微
子

水
仙
の
自
然
の
強
さ
元
気
出
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川 

睦
子

神
主
の
雪
駄
清
し
き
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川 

喜
美

カ
レ
ン
ダ
ー
替
え
て
感
謝
や
年
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

恵
津
子

初
日
射
す
凛
と
沖
見
る
鬼
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
瀬 

美
智
子

七
草
の
体
に
染
み
る
粥
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田 

淳
子

正
月
は
無
漏
路
へ
還
る
一
里
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑　

苔

　
　
　
　
　
　

（
記
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

♦ 

定
例
会
（
香
住
文
化
会
館
）

　

毎
月
第
一
火
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

第 4回　香美町

次回、鳥取市へ

　地上から約 40ｍの高さにある空の駅へは、余部

クリスタルタワーと呼ばれる、全面ガラス張りのエ

レベータで、眺望を楽し

みながら昇ることができ

ます。さらに、夜間は季

節に合わせた色にライト

アップされ、幻想的に浮

かび上がります。

　この日本海の風景や海

辺の街並み、光のタワー

は鉄道ファンだけでなく

多くの観光客に愛されて

います。

開門時間

6 時～ 21時 30 分

※ 開門時間は季節により変更することがあります。

その他

　空の駅に車でお越しの際は、道の駅あまるべの駐

車場をご利用ください。

問い合わせ先

香美町役場　観光商工課

　 0796・36・3355

余部鉄橋「空の駅」

　余部鉄橋は昨年、日本遺産に認定されたストー

リーを構成する 31文化財の一つに選ばれています。

　明治 45 年から約 100 年間、JR 山陰本線の運行

を支えてきた余部鉄橋は、平成 22年に新しくコン

クリート橋への架け替えが行われましたが、3本の

橋脚は現地保存され、余部鉄橋「空の駅」展望施設

として生まれ変わりました。

真
砂
俳
句
会

新
年
句
会
か
ら
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、12.21 ～ 1.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、12.21 ～ 1.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

まちのうごき
（令和 2年 1月 1日現在）

人　口 17,338 人　（－ 30）

男 8,276 人　（－ 17）

女 9,062 人　（－ 13）

世帯数 6,499 世帯（－ 9）

（　）内は前月比

■編集後記■

　香美町では、昔からさまざまな伝統行事が継承

されてきています。村岡区入江で毎年行われてい

る「きつね狩り」もその一つです。

　取材をさせてもらったこの日は、ものすごい暴

風雨。「この天気だと、中止かな」と思っていま

したが、地区の集会所には灯りがともり、準備が

進められていました。

　「1月 8日、大雨が降っても、大風が吹いても

も、大雪が降っても私たちはやります」と午後 9

時 30 分、メンバーは揃いのはっぴをはおり、颯

爽と出発しました。

　その心意気、胸を打つものがありました。

　私も我が子のようにかわいがっているカメラを

雨から守りながら、その雄姿を焼き付けました。

（よしだ）

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,100 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広告
原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙
面に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、
CD-ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願
いします。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末ま
でに提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課

DVDV（ドメスティックバイオレンス）（ドメスティックバイオレンス）は犯罪です！は犯罪です！

　配偶者やパートナーなどから身体的暴力や言

葉の暴力を受けていませんか。一人で悩まずご

相談ください。

●ＤＶ相談ダイヤル

　 0570・0・55210

（最寄りの相談窓口を案内しま

す。）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。



この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://www.town.mikata-kami.lg.jp

行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

援助や配慮を必要とする人

のためのマークです。詳し

くは役場福祉課へ。

ヘルプマーク

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
179

号
）
令
和
2
年
2
月
13
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

おさかな通信
香美町

魚
とと

の弐拾参…
　　　学校給食の大切さ

　香美町の皆さん、こんにちは。私はアメリカの五大湖に接す

るミシガン州の中心部に住んでいるマーシャル知
ち え こ

支子です。実

家は香住区で沖合底曳網漁業を営み、現在は兄が船長をしてい

ます。なので魚介類は子どもの頃から大好きでした。

　魚食がさらに広がってほしいという思いを込めて、今回、遠

くの地にてペンを執りました。

　

香
美
町
は
四
季
折
々
の
魚
介
類
が
豊
富
に

水
揚
げ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
的
に
有
名

な
但
馬
牛
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
食
材
に
恵

ま
れ
、
本
当
に
い
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
町
に
は
、
学
校
給
食
を
通
じ

食
育
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
児

童
生
徒
の
健
全
な
心
身
や
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
香
美
町
ふ
る
さ

と
給
食
推
進
委
員
会
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い

コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
（
委
員
会
）
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

ア
メ
リ
カ
と
日
本
両
国
で
栄
養
士
の
資
格

を
持
つ
者
と
し
て
、
数
年
前
に
帰
国
し
た
際
、

こ
の
委
員
会
で
「
管
理
栄
養
士
と
し
て
思
う

こ
と
」
と
題
し
て
、
講
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
時
の
お
話
と
学
校

給
食
を
通
し
た
魚
食
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
給
食
は
「
製
造
ラ
イ
ン
か
ら
食
べ

る
直
前
ま
で
非
常
に
衛
生
的
で
あ
る
」、「
食

べ
物
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
が
あ
る
」、

「
栄
養
面
が
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
い

う
こ
と
が
特
長
で
す
。

　

ま
た
、
特
に
香
美
町
は
、
こ
の
委
員
会
が

存
在
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
の
食
材
の
安

定
供
給
が
図
ら
れ
て
い
て
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
郷
土
料
理
を
盛
り

込
ん
だ
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
世
界
的
に
広

ま
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
ど
ん
な
に
幸
せ
か

と
思
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

学
校
給
食
の
中
で
、
魚
介
類
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
も
当
然
あ
り
ま
す
が
、
先
進
国
の
ど

こ
の
国
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
肉
類
の
メ

ニ
ュ
ー
の
方
が
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
肉
食
も
大
事
で
す
が
、
給
食

に
限
ら
ず
、
魚
や
野
菜
を
ベ
ー
ス
と
し
た
食

事
が
、
将
来
の
そ
の
人
の
健
康
の
基
盤
と
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

「
魚
離
れ
」
が
進
ん
で
い
る
現
状
を
私
も

懸
念
し
て
い
る
一
人
で
す
。
現
在
は
、
と
と

活
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
各
地
で
お
魚
料

理
教
室
が
開
催
さ
れ
た
り
、
小
・
中
学
校
で

は
魚
を
使
っ
た
調
理
実
習
が
行
わ
れ
た
り
と

魚
食
拡
大
に
対
す
る
動
き
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
若
い
人
や
、
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と

も
っ
と
魚
を
さ
ば
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
期
待
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
香
美
町
の
特
色
あ
る
学
校

給
食
の
推
進
と
魚
食
普
及
を
遠
い
と
こ
ろ
か

ら
で
す
が
願
っ
て
い
ま
す
。

▲学校を訪問し、子どもたちと給食を一緒に食べる「町長給食」の様子

▲魚料理が大好きな知支子さん一家

◀
マ
ー
シ
ャ
ル
知
支
子
さ
ん


